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9.4（補足） 運用の利便性のためにスキャナ等で電子化を行うが、紙等の媒体もその

まま保存を行う場合 

 

 B．考え方 

紙等の媒体で扱うことが著しく利便性を欠くためにスキャナ等で電子化するが、紙等の

媒体の保存は継続して行う場合、電子化した情報はあくまでも参照情報であり、保存義務

等の要件は課せられない。しかしながら、個人情報保護上の配慮は同等に行う必要があり、

またスキャナ等による電子化の際に医療に関する業務等に差し支えない精度の確保も必要

である。 

 

C．最低限のガイドライン 

1． 医療に関する業務等に支障が生じることのないよう、スキャンによる情報量の低下を

防ぐため、光学解像度、センサ等の一定の規格・基準を満たすスキャナを用いること。 

 

・ 診療情報提供書等の紙媒体の場合、診療等の用途に差し支えない精度でスキャンす

ること。これは紙媒体が別途保存されるものの、電子化情報に比べてアクセスの容

易さは低下することは避けられず、場合によっては外部に保存されるかも知れない。

従って運用の利便性のためとは言え、電子化情報はもとの文書等の見読性を可能な

限り保つことが求められるからである。ただし、もともとプリンタ等で印字された

情報等、スキャン精度をある程度落としても見読性が低下しない場合は、診療に差

し支えない見読性が保たれることを前提にスキャン精度をさげることもできる。 

・ 放射線フィルム等の高精細な情報に関しては日本医学放射線学会電子情報委員会が

「デジタル画像の取り扱いに関するガイドライン 2.0 版 （平成 18 年 4 月）」を公表

しており、参考にされたい。なお、このガイドラインではマンモグラフィーは対象

とされていないが、同委員会で検討される予定である。 

・ このほか心電図等の波形情報やポラロイド撮影した情報等、さまざまな対象が考え

られるが、医療に関する業務等に差し支えない精度が必要であり、その点に十分配

慮すること。 

・ 一般の書類をスキャンした画像情報は、汎用性が高く可視化するソフトウェアに困

らない形式で保存すること。また非可逆的な圧縮は画像の精度を低下させるために、

非可逆圧縮を行う場合は医療に関する業務等に支障がない精度であること、及びス

キャンの対象となった紙等の破損や汚れ等の状況も判定可能な範囲であることを念

頭に行う必要がある。放射線フィルム等の医用画像情報をスキャンした情報は

DICOM 等の適切な形式で保存すること。 

 

2． 管理者は、運用管理規程を定めて、スキャナによる読み取り作業が、適正な手続で確


